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強化ポリエステル積層板の疲労試験結果

大井光四郎・小倉公達
　1．　はしがき

　ガラスせんいを入れて強化したポリエステル積層板は

重量の割合に強度が大きいので，構造部材として注目さ

れている．筆者は以前この疲労試験を行ったが（1），その

後引続き他の種類の積層板について試験を行ったのでそ

の結果を述べる．

　　　　　　　　　　　　第1表　試　　験　　片

験片の剛性は最初のうちはほとんど低下せず，ある時期

に達すると急激に低下するから（1），「ある程度」に関して

は問題はほとんどない．実際には試験片を取りつけて所

要の応力に設定して運転を開始し，数分聞観察していて

必要があれば運転を停止し，試験片の締め直しを行え

ば，あとはほとんど手を触れる必要はない．

　　　　　　　　　　3．　試験結果

調整
　条件

試験片
　記号

ガラスせんい

樹 脂

充　填　剤

ガラス量

触 媒

硬化条件

後　硬　化

A B

SLS－232　　EC－081
　18枚　　　20枚

Epolac
G－110A

軽質炭カル
　30％

40％

触媒B
　2％

同　左

同　左

40％

同　左

C

SLS－232
　22枚

同　左

ナ　　シ

D

EC－081
24枚

80°C30分
接触圧

100°C

　　3時間

同　左

ナ　　シ

50％ 50％

触媒M
　2％

同　左

同　左

110QC40分
　接触圧

同　左

同　左

同　左

同　左

E

CM－504
　12枚
（マツト）

同　左

軽質炭カル
　30％

40％

触媒B
　2％

80°C30分
接触圧

同　左

　2．　試験方法

　試験片製作上の諸元は第1表の通りである・

　使用した試験機はシエソク型疲労試験機（容量4，000

mm－kg，繰返し速度2，　800rpm）で，両振り曲げ試験を

　　　　　　　　　　　　　6．2tpキリ　行った．試験片

　　　　　第　　1　　図

である．試験機はいわゆるStrain　Constant型であるか

ら，疲労が進行して試験片の剛性がある程度まで低下す

ると試験機の運転が停止して，それまでの繰返し数を示

すわけである．ここで剛性の「ある程度までの低下」に

多少の問題があるが，ポリエステル積層板の場合には試

の寸法は第1図

の通りで，試験

片の厚さは普通

に使われるポリ

エステル積層板

よりも厚し、ヵ§，

これは試験機の

容量に適するよ

うに定めたもの

　　　　　　第2，3，4図にSN曲線を示
　　F　　　す．107回に耐える最大の曲げ応

　　　　　力をσ2，とする．比較のために4

野諜鯖重による納齢鍛桁
　　　　　い，そのときの破壊応力をσ1と

　同　左　　し，σ・，σ2，σ2／σ1を第2表に記す．静

　　　　　的試験の荷重速度は十分にゆるや

　同　左　　かに行t．た・

　　　　　　4．　結果の考察

　40％　　　第2表の数字に関しては前回の

　　　　　実験より優れた結果が得られたこ

同　左　　とを述べるに止め，ここでは主に

　　　　　温度の影響を検討する．第2図の

　同左　0印を見るとSN曲線としては，

　　　　　ばらつきが大きい．付記した数字
　同　左　　は実験を行った年月日である．4月

　　　　　16日は異常に高温の日であった．

．＿＿一
　　　　　　　　　『｛黶@　　　　　　　　　　　　　㊤　　　A

韻
一＝二L＝

O　　　B
『一一一一@　　　　　『｝』一一曙
　　　　一罰一一＿

w『一
一『
黶@一）一一@　　51－2－20『　　　　　　～　　　一一一一｛》一　　一＿一＿

　　　　　　　　　一T1－－20 i
51－4－16

　　一

黶Q
@　　：

31－2－20

Q31一劇0
51－4一俗

　『一

　　　『@　－5肇二二野　　　　　5

一『一u一一olO5

105　　　　　　　　10 博7

第

繰　返　数

2　　図

この日に行った実験では試験片の寿命が著しく短かく

なっている．他の種類の調験片でも同様なことが見ら

れる．すなわちポリエステル積層板の場合には気温が疲

労試験の結果に著しい影響を与える．それゆえ温度を度

外視して結果の数値を云々することはできない．この点

今回の実験は不用意であった．できれば恒温室内で実験
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第　2　表
静的曲げ
強さσ1

kg／mm2

107回に対する
繰返し曲げ強さ
a2　kg／mm2

σ2 ^a、

（％）

　　　　　　　　　文　　　献

（1）大井，小倉：ポリエステル積層板の疲労強さにつ

　　v・て　自動車技術　Vol．9，　No．　2，1955，　p．　47．

A 25．90 8．5
132・・8

B 20．35 6．0
1・9・・ 15

C 26．17 9．0
1・4・・4

D 30．97 9．0
「29・・

　　10まR恨

E 13．18 4．0
1・…

F 13．62 4．5
i・3・・

することが望ましく，それが不可能のときには少なくと

も実験中の最底および最高の気温を付記する必要があ

る．

　なお，温度に関連して一言追加すると，試験中は内部

摩擦のため試験片の温度が上昇する．それゆえ試験結果

は繰返し速度にも影響されるものと想豫される．

　5．　結　　　び

　ポリエステル積層板の疲労試験は温度の影響を受け易

い．それゆえ試験方法にある基準を定めておくことが望

ましい．今回の実験はこの見地からは不十分なものであ

るが，現在のところ疲労試験のデータがほとんどないか

ら多少の参考にはなるかと思う・

　本実験は日本触媒化学工業K・Kのご好意によるとこ

ろが大きい，同祉とくに同社の嶋田吉英博士，柿崎義一

両氏に厚く謝意を表する．　　　　　　（1956．7．10）
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上・第3図　下・第4図
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　　　　　　次号予告　（10月号）

　　　　　　　　観測ロケット特集号

観測Pケヅト用気圧計としての．．．　　　．．富永　五郎
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　繁ピラニゲージ　　　　　　　　　岡田
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．玉木　章夫
多段戸ケットの風洞試験・……………・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　三石　　智

・ヶ・トの光学的追跡に関する親資料一繍罐

海外事情

アメリカに出張して：………………・…………岡本　舜三

速　報

ラr舗憾輔欝報）・……・馨難

齢力綬ける板の硬さ試験一・一儒慶諸

正誤表（8月号）
頁國行陣男唄 正 誤
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縦軸の数字
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